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大任町の学校教育
今と未来

　町づくりは人づくり。大任町発展のカギは、学校・
家庭・地域が子どもたちの教育のために協力・連携して、
賢くたくましい「大任っ子」を育てることです。
　町では今後の大任町の学校教育の改革のために、２つの
基本的方針を定め、取り組みを進めています。まだ取り組
みを始めてから日が浅く十分な成果は上がっていませんが、
３年後、５年後の充実を目指して着実に取り組んでいく予
定です。

学校

地域家庭

基本的方針

大任町が目指すもの
① 一人ひとりの子どもに、確かな学力・
たくましい体。豊かな心を育てるための
小中学校連携教育と、将来的な小中学校
９年間の一貫教育を目指す教育の推進。

② 学校・家庭・地域の三位一体
による「地域ぐるみの学校

教育」づくり

　

子
ど
も
の
安
全
は
地
域
で
守
る

　
　

地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
推
進
委
員
会　

学
校
安
全
対
策
委
員
会　

子
ど
も
見
守
り
隊

　

学
校
に
地
域
の
力
を　
　

学
校
評
議
員
制
度　

学
校
運
営
協
議
会

　

文
化
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実　
　

公
民
館
活
動　

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

　

世
代
間
の
交
流　
　

地
域
住
民
と
の
交
流
の
活
発
化　

祭
り
・
地
域
行
事
へ
の
参
加
（
課
題
）

　

学
力
の
向
上　
　
「
学
力
向
上
拠
点
形
成
事
業
」
に
よ
る
授
業
づ
く
り
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
用

　

豊
か
な
心
・
た
く
ま
し
い
体　
　

道
徳
教
育
・
多
様
な
体
験
的
活
動

　

い
じ
め
・
不
登
校
ゼ
ロ
の
学
校　
　

い
じ
め
の
根
絶
・
不
登
校
ゼ
ロ
の
継
続

　

教
員
の
資
質
向
上　
　

学
習
指
導
力
・
生
徒
指
導
力
・
小
学
校
教
員
の
英
語
指
導
力
の
向
上

　

開
か
れ
た
学
校　
　

情
報
の
公
開
・
双
方
向
の
交
流

　PTA 活動の充実  　　　　活動の積極化と支援・協力
　家庭は教育の原点　　　　まずあいさつから　早寝・早起き・朝ごはん
　生活習慣づくり　　　　　家庭学習　基本的生活習慣を育てる
　親子のふれあいと対話　　暖かい家庭づくり　親子で将来を語る
　保護者の研修　　　　　　子育て教室・母親学級の設置など（課題）
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町
で
は
「
地
域
に
開
か
れ
た
町
づ

く
り
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
学
校
教
育
に
地
域

の
持
つ
教
育
力
を
取
り
入
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
豊
か
な
心
を
育
て
学
力
の

向
上
や
生
徒
指
導
の
充
実
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
４
月
か
ら
学

校
評
議
員
制
度
が
発
足
。
評
議
員
は
、

区
長
会
代
表
、
学
識
経
験
者
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
各
小
中

学
校
ご
と
に
５
人
ず
つ
設
置
さ
れ
ま

す
。
今
後
、
評
議
員
は
各
小
中
学
校

長
の
諮
問
に
応
じ
て
助
言
や
援
助
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
各
小
中
学
校
の
連
携
を
図

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
評
議

員
、
計
15
人
で
大
任
町
学
校
運
営
協

議
会
を
設
け
、
小
中
学
校
教
育
の
運

営
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

　

現
在
、
大
任
町
は
文
部
科
学
省
が

推
進
す
る
「
学
力
向
上
拠
点
形
成
事

業
」
の
研
究
指
定
・
委
嘱
を
受
け
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
大
任
町
の

小
中
学
校
を
対
象
と
し
て
３
カ
年
計

画
（
17
年
度
・
18
年
度
・
19
年
度
）

で
行
わ
れ
て
い
て
、
筑
豊
地
区
の
市

町
村
で
は
大
任
町
だ
け
の
試
み
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
小
中
学
校
の
先
生

や
教
育
委
員
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
「
筑

豊
地
区
学
力
向
上
推
進
会
議
」
を
発

足
さ
せ
「
学
力
向
上
拠
点
形
成
事
業
」

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

●
先
生
が
授
業
参
観
？

　
「
学
力
向
上
拠
点
形
成
事
業
」
の
目

的
の
一
つ
が
、
小
中
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
が
連
携
し
て
子
ど
も
た
ち
の
学

力
向
上
に
努
め
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
の
が
「
授
業
実
践
交
流
会
」。

こ
れ
は
町
内
の
小
中
学
校
の
先
生
が

町
内
の
ほ
か
の
小
中
学
校
の
授
業
を

参
観
し
、
そ
の
授
業
内
容
な
ど
を
定

期
的
に
協
議
す
る
も
の
で
す
。
小
中

学
校
間
の
連
携
を
深
め
、
小
学
校
か

ら
中
学
校
へ
進
学
し
た
後
の
ス
ム
ー

ズ
な
指
導
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

●
課
題
は
家
庭
学
習
の
習
慣
化

　

小
中
学
校
で
は
、
学
期
ご
と
に
各

家
庭
を
対
象
に
家
庭
学
習
に
つ
い
て

教
育
現
場
の

　
　
　

取
り
組
み

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
種
の
調
査
結
果
か
ら
、
大
任
町
の

子
ど
も
た
ち
の
課
題
と
し
て
家
庭
学

習
の
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
と

い
う
課
題
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
課
題
の
克
服
の
た
め
、
定
期

的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
す
る
こ
と
で
子

地
域
の
力
を
教
育
に

学
校
評
議
員
制
度

㊤先生同士が定期的に授業を参観。課題を見つけ協
議することで、小中学校間の連携を深めています
㊦ALT は小中学校だけでなく、町内の保育所にも
派遣。園児たちは楽しみながら英語にふれています

小
中
学
校
間
で
連
携
を

学
力
向
上
拠
点
形
成
事
業

　大任町内の小中学校で放課後に子ども
たちを指導する学生ボランティアを募集
しています。
　小中学校の児童・生徒を対象に週２回
程度、学習内容の復習や学習相談などの
支援を行います。詳しくはお問い合わせ
ください。

■内容　�大任小学校、今任小学校、大任
中学校で放課後に学習内容の復
習や学習相談などの支援を行い
ます。

■期間　平成 19年６月～平成 20年２月
■回数　週２回を目安に学校と調整
■申し込み・問い合わせ
　筑豊教育事務所　ヤングサポーター係
　☎ 0948-25-2603

ヤングサポーター募集

ど
も
や
保
護
者
の
意
識
を
高
め
、
よ

り
一
層
、
家
庭
学
習
の
習
慣
化
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ

　

町
で
は
「
小
さ
な
国
際
人
育
成
事

業
」
と
し
て
、
本
年
度
か
ら
町
専
属

の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
と

し
て
ダ
ニ
エ
ル
・
ト
ル
ソ
ン
さ
ん
を

雇
用
し
て
い
ま
す
。

　

ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
の
主
な
活
動
と
し

て
、
町
内
の
小
中
学
校
や
保
育
所
で

英
語
を
使
っ
た
授
業
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
行
っ
て
い
ま
す
。
英
語
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
を
多
く

つ
く
る
こ
と
で
、
英
語
へ
の
抵
抗
感

を
な
く
し
英
語
能
力
を
高
め
る
と
と

も
に
、
国
際
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

４月に行われた大任町学校運営協議会。会長は岩口巖
さん（玉川）、副会長は山本一男さん（下今任）

国
際
社
会
へ
の
適
応

小
さ
な
国
際
人
育
成
事
業

学力向上

◎特集  教育への取り組み



�広報おおとう　2007. ６月号

大
任
町
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全

　

全
国
各
地
で
子
ど
も
た
ち
を
狙
っ

た
犯
罪
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。
幸
い

に
も
本
町
で
は
子
ど
も
た
ち
が
被
害

に
遭
う
よ
う
な
事
件
は
起
こ
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
時
々
不
審
者
な
ど
の
報

告
も
あ
り
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
校
に
通
い
、
安
心
し
て
勉
強
す
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

昨
年
の
６
月
に
教
育
委
員
会
の
ほ
か
、

消
防
団
や
防
犯
協
会
、
警
察
な
ど
各

種
団
体
や
地
域
住
民
か
ら
な
る
「
大

任
町
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
推
進

委
員
会
」
を
組
織
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
下
校
時
間
を
知
ら
せ
る
町
内
放
送

　

児
童
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ
、
防

災
無
線
で
町
民
の
み
な
さ
ん
に
下
校

時
間
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
が
聞
こ
え
た
ら
、
意
識
し
て

子
ど
も
た
ち
の
下
校
を
見
守
っ
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
地
域
の
目
が
光
る

町
は
、
犯
罪
者
に
と
っ
て
犯
罪
を
起

こ
し
に
く
い
町
で
も
あ
る
の
で
す
。

Daniel Torsun 　ダニエル・トルソン

①わたしの名前はダニエル・トルソン
です。②ダニエルと呼んでください。
③私は中国のウイグル自治区から来ま
した。④日本に来て９年になります。
⑤４月から ALT として大任町に来ま
した。⑥この町に来る前は、嘉麻市で
ALT として５年間働いていました。
⑦私の妻は日本人です。⑧２人の娘が
います。⑨⑩上の娘は６歳、下の娘は
４歳です。⑪私たち家族は田川市に住
んでいます。
⑫町のみなさんと友達になれたらいい
なと思っています。⑬よろしくお願い
します。

① My name is Daniel Torsun. ② Please 
call me Daniel. ③ I came from China 
Uighur. ④ I have been staying here in 
Japan for 9 years. ⑤ I am coming to 
this town as an ALT from April. ⑥ I 
worked as an ALT in Kamashi for 5 
years before I came here.
⑦ My wife is Japanese. ⑧ I have 2 
daughters. ⑨ Oldest one is 6 years old.
⑩ Youngest one is 4 years old. ⑪ We 
ara living in Tagawa city.
⑫ I hope , I can be f r i end wi th 
everyone in this Town. ⑬ Nice to meet 
you.

Self-introduction 自己紹介

ＡＬＴの紹介
（外国語指導助手）

地
域
と
行
政
で

　

子
ど
も
を
守
る

●
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
委
嘱

　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を

佐
々
木
正
憲
さ
ん
（
下
今
任
）
に
委

嘱
し
、
児
童
の
下
校
時
の
巡
回
を
定

期
的
に
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

●
職
員
が
青
色
回
転
灯
車
で
巡
回

　

役
場
の
公
用
車
２
台
に
青
色
灯
を

設
置
し
、
児
童
の
下
校
時
間
に
合
わ

せ
て
役
場
職
員
が
２
人
１
組
で
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
を
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。

●
こ
ど
も
見
守
り
隊
を
結
成

　

小
学
校
児
童
の
登
下
校
時
に
安
全

指
導
に
あ
た
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

今
年
３
月
に
子
ど
も
見
守
り
隊
を
結

成
し
ま
し
た
。
見
守
り
隊
は
公
募
で

集
ま
っ
た
町
民
25
人
で
結
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、
児
童
と
一
緒

に
登
下
校
す
る
な
ど
し
て
子
ど
も
の

安
全
を
守
り
ま
す
。

㊤小学校の下校時間に合わせ、役場職員が青色灯
を回転させながら毎日パトロールを行っています
㊦熊本地区の見守り隊。子どもたちと毎日一緒に
登下校をしています

各種団体から組織された「地域ぐるみの学校安全
推進委員会」。会長は米丸知足教育長。

地
域
住
民
と
の
協
働

地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
推
進
委
員
会

防犯対策
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確
か
な
学
力

　
　

自
立
を
め
ざ
し

　大任小学校の合い言葉は「学校は勉
強するところ」です。
ビシビシ　きめ細かい学習指導を
コツコツ　家庭学習（宿題）で
ワクワク　レインボー縦割りで
ウキウキ　ダニエル先生と英語活動を
グイグイ　６年生が全体を引っ張って
グングン伸びる子どもに育てます。

大任中学校

「
花
と
緑
」の

　
　
　

大
任
中
学
校

　約 20年続く「花いっぱい」の取り
組み。毎年２回、種から花を育て保育
園や小学校へデリバリー！　それが大
任中の伝統です。
　夏休みには、全校生徒で英彦山に「ふ
れあい合宿」に行きます。班ごとに登
山や学年プログラムで心と体を鍛える
取り組みをしています。

保育園児や小学校児童と一緒に
種植え。花は愛情込めて育てた
あと、プレゼントします

全校生徒数　　162 人

明
る
く
元
気
に

　
　
　
　

頑
張
る
子

いつも明るく健康で
前向きに行動する子

まじめに伸びようと頑張る自立した子
ともだちを大切にする

温かい心を持った子
うつくしい心を持ち

けじめある礼儀正しい子
　の育成に力を注いでいます。

20 年以上の歴史を持つ今任太
鼓。今もその伝統は今任っ子た
ちに受け継がれています

今任小学校
全校児童数　　83 人

大任小学校
全校児童数　　211 人

１年生から６年生までが７つの
グループに分かれてレインボー
縦割り活動を行っています

校 介学 紹
◎特集  教育への取り組み
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　太鼓の音、鐘の音
ね

、空高く掲げら
れた 幟

のぼり

旗
ばた

、祭りに集う人々の笑顔
－。
　４月下旬から５月上旬は、神幸祭
の季節。今年も多くの神

み

輿
こし

や山
だ

車
し

が
町内各地区を回りました。
　今回は各地区の神幸祭の様子を写
真でお届けします。

▲�島台・秋永・梅田　５月２日・３日

▲�上今任　４月22日

▲�玉川　夜　５月２日

▲�成光　５月２日・３日 ▲�道善　５月２日・３日 ▲�柿原　５月２日・３日

▲�玉川　５月２日・３日

▲�小林　子どもみこし　４月29日▲�小林　４月29日

photo report
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▲�安永　子どもみこし　５月３日

▲�下今任　５月３日

▲�不動　５月３日

▲�富士見ヶ丘　５月３日

▲�峰　５月６日

▲�幸神町　５月３日

▲�西白土・安高・灰ノ木　５月２日・３日

▲�皿山　５月３日

▲�東白土　５月３日

▲�峰　子どもみこし　５月５日

▲�向田　５月２日・３日▲�灰ノ木　子どもみこし　５月２日・３日

写真で振り返る
郷土の祭

広報おおとう　2007. ６月号�

神幸祭
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◀�

町
民
自
ら
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

まちの話題

未知の古代にタイムトリップ
遠賀川流域の古墳同時公開

　４月 21日・22 日の２日間、遠賀川流域の古墳の同時公
開が行われました。本町では、中央公園にある建徳寺古墳
が公開され、２日間で多くの見学者が訪れました。
　見学に訪れた人たちは、職員やボランティアの説明に時
折質問を交えながら熱心に聞き入り、復元された石室の内
部を興味深くのぞき込んでいました。
　夫婦で見学にきていた橘剛さんと鶴子さん（北九州市・
写真）は、「前から気になっていて一度見に来たいと思って
いた。上から石室全体をのぞけ、細部まで見られるのは素
晴らしい」と感想を語ってくれました。

　

５
月
13
日
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
で

花
植
え
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

花
植
え
作
業
に
は
、
町
民
や
役
場
職

員
な
ど
約
３
百
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
花
と
緑

の
会
」
の
指
揮
の
も
と
、
サ
ル
ビ
ア
と

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
２
種
類
、
約
５
千

本
を
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
駐
車
場
と
中

央
公
園
の
花
壇
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
も
多
く
の
人
た
ち
の
参
加
・
協

力
に
よ
り
、
花
植
え
作
業
は
約
１
時
間

で
終
了
。
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
周
辺
は

き
れ
い
な
花
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
５
月
27
日
に
「
お
お
と
う
マ

ラ
ソ
ン
」
と
「
花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
会
場
を

埋
め
尽
く
し
た
色
と
り
ど
り
の
花
々
が
、

多
く
の
参
加
者
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

▶�

約
５
千
本
の
花
を
植
え
ま
し
た

▶�

中
央
公
園
の
花
壇
も
き
れ
い
に
花
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た

広がる花いっぱい運動
花植え作業にボランティア約 300 人が参加

▶�

北
九
州
市
か
ら
訪
れ
た
橘
さ
ん
夫
婦
（
右
・
中
）

現代によみがえった赤坂小梅
「小梅姐

ね え

さん」先行上映会
　「炭坑節」や「黒田節」などの民謡を世に広めた川崎町出
身の稀

き

代
だい

の歌手、赤坂小梅。その赤坂小梅の生誕 100 周年
を記念して制作されたドキュメンタリー映画「小梅姐さん」
が完成し、田川の各地域で先行上映が行われました。
　５月 22日、大任町でも「小梅姐さん」の上映会が行われ
ました。会場となったレインボーホールには、赤坂小梅の
生涯にふれてみようと多くの人が詰め掛け、１日３回の上
映で計 100 人以上の人が映画を鑑賞。上映後は観客から盛
大な拍手が送られていました。
　プロデューサーの増永謙一さんは「映画を見た人たちの
表情から手応えを感じている。今後、全国各地で上映して
いきたい」と上映後の感想と意気込みを語ってくれました。

◀
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
炭
坑
節
と
二
本
の
煙
突
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美しい歌声が響き渡る
レインボーホールで春の歌会

　５月６日、レインボーホールで大任町カラオケ同好会
主催の春の歌会が開催されました。
　舞台に上がった約 140 人の発表者たちは、きらびや
かな衣装姿で自慢の歌声を披露。日ごろの練習の成果を
存分に発揮しました。それぞれの発表者が歌を歌い終わ
ると、会場に詰めかけた多くの聴衆から拍手と声援が贈
られていました。
　次回は秋の歌会を11月 11日に予定しています。

松
ま つ

田
だ

 幸
みゆき

さん（柿原）

☆生年月日　昭和12 年３月20日
☆趣　味　表装　謡曲　川釣り

▲�週１回、表装教室で作品作り。文化祭や展示会で発表しています

　「やっぱり子どもたちとかかわるのが好きなんですよね」。
そう言って笑顔をのぞかせたのは松田幸さん。平成16年か
ら大任町の教育委員長を務めています。松田さんは教師とし
て田川市郡内の小学校に勤務。定年後しばらくして町からの
要請を受け、大任町教育委員長に就任しました。松田さんは
教育委員会について「教育委員会が現場と離れている感じが
ある。もっと現場に近づいて子どもたちと接点をとっていき
たい」と今後の方向性を語ってくれました。
　松田さんはこのほかにもさまざまな活動を行っています。
その一つが読み語りボランティア「かくれんぼ」です。「か
くれんぼ」は、小学生以下の児童を対象に絵本の読み語りを
行うボランティア団体。毎月第３土曜日にレインボー図書室
で読み語りを行っているほか、小学校や福祉施設などでも
行っています。大学生のときに童話や児童劇などの児童文化
活動を行っていた経験がいかされています。
　また、たくさんの趣味を持つ松田さん。その中に表装があ
ります。「退職して自分の時間ができた。もともと掛け軸を
集めていたので、自分で表装をやってみようかなと思って」
と表装を始めた理由を教えてくれました。「掛け軸にかかれ
た絵や字をいかに引き立たせられるか。そこが表装の面白い
ところです」と表装の魅力を語ってくれました。
　最後に松田さんは「元気なうちは、趣味も子どもたちとの
かかわりも続けていきたい」と笑顔で語ってくれました。

ポット花、栽培しています
ふれあいセンターで花作り

　現在、大任町ふれあいセンター利用組合員が、大任
町ふれあいセンター（森山）でポット花の栽培を行っ
ています。これは、町が推進する高齢者介護予防と花
いっぱい運動のために町と共同で行っているもの。将
来的には定年退職したシルバーに管理をしてもらい雇
用を生み出すことと、町の花を供給することを目的と
しています。
　これらの花は一般販売も行っています。販売は初夏
から。連絡先は以下のとおり。
組合長　　鈴木�隆之　☎ 090-7467-7098
営業部長　浦野�孝広　☎ 080-5202-5878

クローズ・アップ

− school education − vol .16

◀�

永
原
町
長
（
左
）
も
水
や
り
に
参
加

◀�

華
麗
な
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
晴
れ
の
舞
台
で
熱
唱
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〒 824-0512 福岡県田川郡

大任町大字大行事３０６７番地

大任町役場

63-3000

　

　

児
童
手
当
は
、
暮
ら
し
を
安
定
さ

せ
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
応
援
す
る
制
度
で
す
。
以
前
は
小

学
校
３
学
年
修
了
前
ま
で
し
か
も
ら

え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
の
４
月

か
ら
法
律
が
変
わ
り
、
12
歳
（
小
学

校
修
了
前
）
ま
で
の
児
童
が
対
象
と

な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

　

重
度
障
害
者
医
療
証
の
有
効
期
限

が
６
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
課
社
会
福
祉
係
で
は
、
次
の
と

お
り
医
療
証
の
更
新
を
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
対
象
者
は
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※�
更
新
が
必
要
な
人
に
は
、
６
月
初

旬
ま
で
に
通
知
す
る
予
定
で
す

■
と
き　

６
月
中
旬
～

■
と
こ
ろ

　

役
場�

住
民
課�

社
会
福
祉
係�

窓
口

■
持
参
品

①
印
鑑�

②
重
度
障
害
者
医
療
証�
③
保

険
証�

④
老
人
医
療
証�

⑤
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
の
障
害
を
証
明
で
き
る
書

類�

⑥
役
場
か
ら
届
い
た
通
知
書

■
問
い
合
わ
せ　

内
線
１
１
９

　

住
民
課
社
会
福
祉
係　

　

住
民
課
衛
生
係
で
は
、
乳
幼
児
を

対
象
と
し
た
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予

防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）
を
行
い

　

県
で
は
次
の
と
お
り
、
県
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
案

内
書
は
役
場
の
事
業
課
住
宅
係
窓
口

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

６
月
１
日
㈮
～
６
月
11
日
㈪

■
申
し
込
み
方
法

　

６
月
11
日
㈪
ま
で
（
消
印
有
効
）

に
案
内
書
添
付
の
封
筒
に
て
郵
送
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
豊
県
営
住
宅
管
理
事
務
所

　

☎
０
９
４
８
ー
21
ー
３
２
３
２

人
は
、
６
月
29
日
㈮
ま
で
に
現
況
届

を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
と
は
、

毎
年
６
月
１
日
現
在
の
状
況
を
確
認

し
、
引
き
続
き
手
当
を
支
給
で
き
る

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

提
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月
分
以

降
の
手
当
が
支
給
で
き
な
く
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　

内
線
１
１
８

　

住
民
課
社
会
福
祉
係

ま
す
。

■
と
き

　

７
月
13
日
㈮　

13
時
30
分
～
14
時

■
対
象
者

　

生
後
12
カ
月
～
生
後
24
カ
月
未
満
児

　

小
学
校
入
学
前
の
年
長
児

■
予
約
方
法

　

住
民
課
衛
生
係
で
直
接
申
し
込
む

か
、
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
衛
生
係　

内
線
１
１
３

農作業区分 協定労働賃金
  耕運（荒耕し）  7,800 円

  耕運（再耕し）  5,500 円

  代かき（２行程）  5,500 円

  代かき（３行程）  7,800 円

  田植機  7,000 円

  田植機（施肥付）  8,000 円

  コンバイン（カッター付） 16,300 円

  コンバイン（グレンホッパー付） 19,400 円

  バインダー  7,700 円

  乾燥（60kg あたり）  1,400 円

  田植え労賃  8,000 円

  稲刈り労賃  8,000 円

  育苗（田植えまで）    700 円

  育苗（緑化まで）    560 円

田川地域（市を除く）農作業の協定労働賃金表
　

標
準
小
作
料
の
変
更
と

農
作
業
の
協
定
労
働
賃
金
の
お
知
ら
せ　

農業委員会　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、
大

任
町
の
標
準
小
作
料
（
10
ア
ー
ル

あ
た
り
）
が
、
次
の
と
お
り
変
わ

り
ま
し
た
。

田  

１
万
５
千
５
百
円（
水
稲
）

畑  　
　

５
千
５
百
円（
一
般
野
菜
）

　

小
作
料
に
つ
い
て
は
、
原
則
的

に
農
地
の
貸
し
手
と
借
り
手
で
自

由
に
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
事
者

同
士
で
小
作
料
を
定
め
や
す
い
よ

う
に
、
農
業
委
員
会
が
標
準
小
作

料
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
の
田
川
地

域
（
市
を
除
く
）
農
作
業
の
協
定

労
働
賃
金
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

内
線
２
２
１

　

大
任
町
農
業
委
員
会
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差別のない明るいまちに
同和問題講演会を開催します　

　７月は同和問題啓発強調月間です。町では、同和問
題について正しい理解と認識を深め、町民一人ひとり
が部落差別をはじめとする一切の差別をなくし、人権
意識の向上と差別意識の解消を図るため、同和問題講
演会を開催します。
　入場料は無料です。より多くの町民の参加をお待ち
しています。

■とき　７月６日（金）　19時 30分～
■ところ　レインボーホール
■内容　「蒔

ま

かんと生えん」（創作劇）
■出演　たがわ 21女性会議
■入場料　無料
■問い合わせ　☎63-2242
　教育課社会教育係（大任町公民館内）

お風呂を臨時休業します
６月５日㈫～８日㈮まで
　清潔なお湯と浴槽でみなさんをお迎えす
るため、６月５日（火）～８日（金）の４日間、
ボイラーの定期点検と清掃を行います。
　老人福祉センターは休刊しますが、図書
室とB&G体育館は利用できます。

問 レインボーホール　☎ 63-4832

浄化槽を設置してキレイな川に
　町では、生活排水から自然を守り、河川の水をきれい
にするため、台所や風呂、洗濯などに使った水をトイレ
の汚水と一緒に処理する合併処理浄化槽の設置を勧めて
います。
　設置費用の補助を希望する人は、基数に制限がありま
すので、事前に住民課衛生係まで連絡してください。

■問い合わせ　住民課衛生係　内線１１３

浄化槽の大きさ 補助金限度額

５人槽 　　 ���,000 円

７人槽 　　 �1�,000 円

10 人槽 　　 ���,000 円

合併浄化槽補助金の限度額（平成 19 年度）

※浄化槽の大きさは、建物の面積などで決まります

浄化槽の
じょうかんくん

　

お
子
さ
ん
の
現
在
の
状
態
を
正
し

く
理
解
し
て
、
能
力
や
適
性
が
十
分

に
伸
ば
せ
る
よ
う
に
、
保
護
者
を
対

象
に
教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

　

３
歳
～
６
歳
ま
で
の
就
学
前
の
お

子
さ
ん
に
つ
い
て
、
心
身
の
発
達
に

不
安
や
悩
み
を
お
持
ち
の
保
護
者

■
と
き
・
と
こ
ろ

①
７
月
22
日
㈰　

９
時
30
分
～
16
時

　

田
川
市
民
会
館

②
７
月
29
日
㈰　

９
時
30
分
～
16
時

　

筑
豊
教
育
事
務
所
（
飯
塚
市
）

■
申
込
期
限　

６
月
25
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ　

内
線
２
１
９

　

教
育
課　

学
校
教
育
係

　

田
川
公
証
役
場
で
は
、
遺
言
・
相

続
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
。

■
相
談
日　

平
日��

９
時
～
15
時
30
分

■
と
こ
ろ　

田
川
公
証
役
場

■
問
い
合
わ
せ　

田
川
公
証
役
場

　

☎
44
ー
４
１
３
０

　

育
児
や
介
護
な
ど
の
事
情
で
い
っ

た
ん
仕
事
を
辞
め
た
け
れ
ど
「
ま
た
働

き
出
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
の
た

め
に
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
、
来
所
、
電
話
、
メ
ー
ル

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
相
談
日

　

平
日　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

■
と
こ
ろ　

筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
連
絡
先

　

筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所

　

☎
０
９
４
８
ー
22
ー
１
６
８
１

　
　

c
h
ik
u
h
o
u
-ro
u
fu
k
u
@

circus.ocn.ne.jp

　

人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り
国
家

公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験
（
高
校
卒
業

程
度
）
を
行
い
ま
す
。

■
受
験
資
格　

昭
和
61
年
４
月
２
日

～
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

■
申
し
込
み
受
付
期
間

　

６
月
26
日
㈫
～
７
月
３
日
㈫

■
第
１
次
試
験　

９
月
９
日
㈰

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２
ー
４
３
１
ー
７
７
３
３

　

放
送
大
学
で
は
次
の
と
お
り
、
19

年
度
第
２
学
期
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
衛
星
放
送
（
Ｃ
Ｓ
）

で
授
業
を
行
う
、
国
が
つ
く
っ
た
大

学
で
す
。

【
教
養
学
部
】　

学
士
（
教
養
）
の
学

位
が
取
得
で
き
ま
す
。
15
歳
以
上
で

あ
れ
ば
、
誰
で
も
無
試
験
で
入
学
で

き
、
人
文
・
社
会
・
自
然
・
産
業
な

ど
の
幅
広
い
科
目
（
約
３
０
０
科
目
）

か
ら
選
べ
ま
す
。

【
大
学
院
】　

18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、

誰
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

６
月
15
日
㈮
～
８
月
15
日
㈬

※�

体
験
入
学
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２
ー
４
７
３
ー
１
３
６
５

メール
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の
日
が
お
休
み
で
す

開 室
時 間

貸 し
出 し

図書／ 10 冊まで

９時～ 17 時

 うちＣＤとビデオは
 １点ずつ

 休室日を変更する
 場合があります

−新刊案内−

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 1� 1� 1� 1� 1�

1� 1� 1� �0 �1 �� ��

�� �� �� �� �� �� �0

６月の休室日

保
険
料
の
納
付
に
困
っ
た
ら 

免
除
制
度
を

国
民
年
金
だ
よ
り

住
民
課
年
金
係

内
線
１
１
４

問い
合わせ

　

経
済
的
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
人
な
ど
の
た
め
に
、
保
険

料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
免
除
制
度

　

免
除
制
度
に
は
、
法
定
免
除
と
申

請
免
除
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば

免
除
と
な
る
申
請
免
除
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

申
請
免
除
は
、
所
得
に
応
じ
て
保

険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
と

な
り
ま
す
。

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
以

下
の
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
を
後
払

い
に
で
き
ま
す
。

●
学
生
納
付
特
例

　

本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
学
生

は
、
申
請
に
よ
り
在
学
期
間
中
の
保

険
料
を
後
払
い
に
で
き
ま
す
。

■
毎
年
の
申
請
が
必
要
で
す

　

免
除
制
度
と
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
が
有
効
な
期
間
は
７
月
か
ら
翌
年

の
６
月
ま
で
、
学
生
納
付
特
例
は
４

月
か
ら
翌
年
の
３
月
ま
で
で
す
。
申

請
が
遅
れ
て
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
認
め

ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
原
則
と
し
て
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。
全
額
免
除
と
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
に
つ
い
て
は
、
申
請

時
に
「
継
続
申
請
」
を
希
望
す
る
と
、

翌
年
か
ら
は
本
人
の
申
請
手
続
き
が

不
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

直
方
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
４
９
ー
22
ー
０
８
９
０

絵本一般書 その他
不
都
合
な
真
実

ア
ル
・
ゴ
ア 

著

鈍
感
力

渡
辺 

淳
一 

著

お
と
う
さ
ん
は

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

み
や
に
し 

た
つ
や 

著

ま
い
に
ち
薔
薇
い
ろ

田
辺
聖
子
Ａto
Ｚ

「
田
辺
聖
子
全
集
」編
集
室
編

10
ぴ
き
の
か
え
る

ざ
ん
ざ
ん
や
ま
へ

間
所 
ひ
さ
こ 

著

★ 一般書 ★
◎日本人のしきたり　　　　　　飯倉 晴武  著
◎きもちってなに？　  オスカー・ブルニフィエ  著
◎ラスト・イニング　　　　あさの あつこ  著
◎チエちゃんと私　　　　よしもと ばなな  著
◎使命と魂のリミット　　　　　東野 圭吾  著
◎幸せのちから　　　 クリス・ガードナー  著
◎フィッシュストーリー　　　伊坂 幸太朗  著
◎ぬるい生活　　　　　　　　　群 ようこ  著
◎駆け込み、セーフ？　　　　　酒井 順子  著

★ 児童書 ★
◎いのちのおはなし　　　　　日野原 重明  著
◎西瓜流し　　　　　　　　　　阿刀田 高  著
◎ドラゴン・スレイヤー・アカデミー ３～５

ケイト・マクミュラン  著

★  絵 本  ★
◎びっくりたまご　　　 エリック・バテュ  著
◎キャベツくんのにちようび　　　長 新太  著

※ このほかにもたくさん入庫しています

ア
ン
パ
ン
マ
ン
を

さ
が
せ
２

や
な
せ 

た
か
し 

原
著

DVD

パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ

・
カ
リ
ビ
ア
ン

デ
ッ
ド
マ
ン
ズ
・
チ
ェ
ス
ト

く
ま
の
プ
ー
さ
ん

は
じ
め
ま
し
て
、ラ
ン
ピ
ー

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ

・
コ
ー
ド

ト
ム
・
ハ
ン
ク
ス 

主
演

免除の種類は４種類

全額免除

４分の３免除 ４分の１
納付

半額免除 半額免除

４分の１
免除 ４分の３納付

保険料
（月額）

納付なし　

3,530 円　

7,050 円　

10,580 円　

※�

承
認
を
受
け
て
も
、
全
額
免
除
以

外
の
人
は
減
額
さ
れ
た
保
険
料
の
納

付
が
必
要
で
す
。
納
め
忘
れ
る
と
未

納
扱
い
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
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神
幸
祭
も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
田

植
え
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
今
回

は
江
戸
時
代
終
わ
り
か
ら
明
治
時
代

初
め
に
造
ら
れ
た
大
行
事
井
堰
を
紹

介
し
ま
す
。

　

大
行
事
井
堰
は
添
田
町
と
の
境
、

ち
ょ
う
ど
彦
山
川
の
流
れ
が
東
か
ら

北
へ
と
向
き
を
変
え
る
所
に
造
ら
れ

た
農
業
灌
漑
用
の
井
堰
で
す
。
添
田

手
永
の
大お

お

庄じ
ょ
う
屋や

で
あ
っ
た
南の

う

野の

直な
お

七し
ち

が
明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
か
ら
３

年
の
歳
月
を
か
け
造
っ
た
も
の
で
す
。

　

井
堰
を
造
る
経
緯
や
工
事
の
様
子

に
つ
い
て
は
、
郷
土
の
漢
学
者
長
野

秋し
ゅ
う

山ざ
ん

が
「
大
行
事
石い

し

堰せ
き

記き

」
と
い
う

記
録
に
く
わ
し
く
書
き
残
し
て
お
り
、

石
堰
記
を
記
し
た
石
碑
が
井
堰
の
ほ

と
り
に
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
堰

記
の
記
述
を
引
用
し
な
が
ら
、
井
堰

完
成
ま
で
の
状
況
に
ふ
れ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

大
行
事
井
堰
周
辺
の
村
々
は
昔
か

ら
た
び
た
び
洪
水
や
干
害
に
見
舞
わ

れ
、
人
々
は
川
と
格
闘
し
な
が
ら
農

作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
田
ん
ぼ

に
水
を
引
く
た
め
に
堰
を
造
っ
て
も
、

簡
易
的
な
も
の
な
の
で
大
水
が
出
て

は
流
さ
れ
、
ま
た
造
り
直
す
と
い
っ

た
ぐ
あ
い
で
、
恒
久
的
な
井
堰
が
必

要
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
費
用
が
膨
大
に
か
か
る

こ
と
や
難
工
事
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

誰
も
手
を
つ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
添
田

手
永
の
大
庄
屋
で
あ
っ
た
南
野
直
七

が
農
民
の
苦
し
み
を
考
え
、
何
と
か

井
堰
を
造
ろ
う
と
計
画
し
ま
し
た
。

堰
を
造
る
に
は
綿
密
な
設
計
と
小
倉

藩
の
許
可
が
必
要
で
し
た
。
小
倉
藩

で
は
、
当
初
計
画
の
実
現
に
疑
問
を

抱
く
人
も
お
り
、
建
設
に
あ
た
っ
て

の
調
整
は
難
航
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

最
終
的
に
は
直
七
の
熱
意
が
く
み
取

ら
れ
、
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

工
事
は
川
岸
か
ら
石
を
舟
に
積
ん

で
運
び
、
川
の
端
か
ら
端
へ
石
を

積
み
あ
げ
、
石
と
石
の
す
き
間
に

三た

た

き

和
土
を
つ
め
る
と
い
う
工
法
が
と

ら
れ
ま
し
た
。
井
堰
工
事
は
予
想
さ

れ
た
と
お
り
の
難
工
事
で
、
膨
大
な

時
間
や
資
材
、
人
間
、
そ
し
て
費
用

を
費
や
し
完
成
し
ま
し
た
。
工
事
開

始
か
ら
三
年
の
月
日
が
経
過
し
て
い

ま
し
た
。
苦
労
の
末
、
堰
が
完
成
し

た
と
き
の
人
々
の
喜
ぶ
姿
が
思
い
浮

か
ぶ
よ
う
で
す
。

　

現
在
の
井
堰
は
鉱
害
に
よ
る
地
盤

沈
下
な
ど
で
数
度
の
改
修
が
な
さ
れ
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
堰
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
今
日
も
な
お
、
人
々
は
そ
の

恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。

※
手
永
＝
江
戸
時
代
に
小
倉
藩
が
使

用
し
て
い
た
行
政
区
画
の
こ
と
で
、
田

川
地
区
は
上あ

が

野の

・
糒ほ

し
い
・
金か

な

田だ

・
猪い

の

膝ひ
ざ

・

伊
田
・
添
田
の
６
手
永
に
分
か
れ
て

い
た
。
大
任
町
は
北
部
が
伊
田
手
永
、

南
部
が
添
田
手
永
に
属
し
て
い
た

■
問
い
合
わ
せ　

☎
41
ー
２
０
５
５

　

ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

竜り
ゅ
う

神じ
ん

木ぼ
く

No.19

し　

が

く

　

◀ 

石
堰
記
が
刻
ま
れ
た
石
碑
（
森
山
）

大
行
事
井い

堰せ
き

●種　属　ハシラサボテン亜科ミルチロカクタス属
●原産地　メキシコ中部
●開花時期　初夏
●特　徴　角柱形で体色は青緑色で白い粉が付く。
多数の枝を出し樹木状になる。接木の台木に使われる。
■問い合わせ　サボテンハウス　☎ 63-4832

▲ 大行事井堰付近（明治時代終わりごろ）

※

●
作
品
名　
「
つ
づ
み
」

(

大
任
町
公
民
館 

木
目
込
み
講
座
か
ら
選
出)

●
作　

者　

藤
田 

淑
子
さ
ん
（
添
田
町
）

●
コ
メ
ン
ト
「
人
形
が
好
き
で
、
友
達
と
楽
し

く
木
目
込
み
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
か
わ
い

い
人
形
が
で
き
た
と
き
が
う
れ
し
い
で
す
」

第19 話
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 ６月行事予定表   水無月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 28 29 30 31 世界禁煙デー １ 人権擁護委員の日 ２
【集会室】
…役場住民集会室

【視聴覚】
…役場視聴覚室

【多目的】
…役場多目的ホール

【公民館】
…大任町公民館

全国一斉特設
人権相談所

【役場10時〜12時】

３ 危険物安全週間 ４ 歯の衛生週間 ５ 環境の日 ６ 芒種 ７ ８ ９
布の絵本制作

ボランティア講座
【レインボー資料室

13 時〜 15 時】

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時〜】

１歳６カ月健診
（対象者個人通知）
【多目的13時30分

〜14時30分】

心配ごと相談
（人権・行政相談あり）
【役場10時〜12時】

三種混合予防接種
（３〜 90 ヵ月未満児）
【視聴覚13時30分

〜14時】

10 11 入梅 12 13 14 15 16
食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時〜】

心配ごと相談
【役場10時〜12時】

総合健診
【レインボーホール

９時〜12時】

総合健診
【レインボーホール９時〜12時】

少年野外スクール
【自然の森キャンプ場12時〜】

絵本読み語りボラン
   ティア かくれんぼ

【レインボー図書室 11 時〜】

17 父の日 18 19 食育の日 20 21 22 夏至 23 沖縄慰霊の日

総合健診
【レインボーホール

９時〜12時】

少年野外スクール
【自然の森キャンプ場

〜12時】

母子相談
（２カ月児・個人通知）
【集会室13時〜】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
13 時〜 15 時】

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時〜】

乳児健診
(4・7・12カ月児

・対象者個人通知)
【集会室13時30分

〜14時30分】

心配ごと相談
【役場10時〜12時】

総合健診
【レインボーホール

９時〜12時】

24 25 26 国際麻薬乱用撲滅デー 27 28 29 30
総合健診

【レインボーホール
９時〜12時】

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時〜】

心配ごと相談
【役場10時〜12時】

● 発生件数  18 件（ 43 件）
● 死亡者数   0 人（  0 人）
● 負傷者数  13 人（ 27 人）

（　）内は平成 19 年の累計

■　防犯・交通の問い合わせ
添田警察署　☎８２−０１１０
大任交番　　☎６３−２１１０

交通事故発生状況（４月中）

交 通防 犯

４月中の事件・事故の内容

急ぐほど　正しく
はっきり１１０番

　二日酔いの状態でも飲酒運転になり
ます。飲酒運転は絶対にやめましょう。
　車上狙いが多発しています。貴重品
を車内に置かないようにしましょう。

町内犯罪発生状況（４月中）

種  類 件 数
空き巣・忍び込みなど 　１件
オートバイ・自転車盗 　０件

自 動 車 盗 　０件
部 品 盗 　０件

車上荒らし 　２件
自動販売機荒らし 　０件

ひったくり 　０件 ふっけい君

７月２日（月）は
町県町税第１期納期限

納税はお早めに
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●　問い合わせ先
田川市　☎ 44-2000
添田町　☎ 82-1231
川崎町　☎ 72-3000
赤　村　☎ 62-3000
香春町　☎ 32-2511
糸田町　☎ 26-1231
福智町　☎ 22-0555

田川市郡６月のイベント
◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）
●第 15回“ゆめっせフェスタ”2007
　【田川青少年文化ホール】　13時～ 16時
　◎創作劇「私はイヤとは言わない」
　出演：たがわ 21女性会議
　◎講演「豊かに輝くまちづくり
　　　　　　～共に認め合うまちをめざして～」
　講師：「あすばる」館長　中嶋�玲子さん

◆
今
月
の
表
紙

　

５
月
22
日
午
後
４
時
ご
ろ
、
中
央
公
園

で
滝
を
撮
影
。
滝
の
高
さ
は
14
メ
ー
ト
ル
。

中
央
公
園
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

訪
れ
る
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

★
ホ
ッ
と
タ
イ
ム

　

年
間
を
通
じ
て
昼
が
一
番
長

い
夏
至
に
合
わ
せ
「
１
０
０
万
人
の
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
と
い
う
運
動
が
全
国
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
夜
の
20
時
か
ら
２
時

間
、
電
気
を
消
し
て
ろ
う
そ
く
の
明
か
り

だ
け
で
過
ご
そ
う
と
い
う
も
の
。
今
年
は

６
月
22
日
～
24
日
の
３
日
間
。
家
族
で
ろ

う
そ
く
を
囲
む
の
も
い
い
で
す
ね
。（
毅
）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数

人
口
総
数

65
歳
以
上

�,��� 世帯（＋ 1）

計 �,00� 人 ( ＋ 1� 人 ) 計 1,��� 人 ( ＋ � 人 )

女 1,01� 人 ( ＋ 1 人 )

男   ��1 人 ( ＋ � 人 )

女 �,1�� 人 ( ＋  � 人 )

男 �,��� 人 ( ＋  � 人 )

（平成 19年４月末現在）

　現在、高齢者のほとんどの人が、医師から処方された薬を服用していると
思います。そしてその薬には、何らかの副作用が現れることもあります。明
らかな副作用の場合には、すぐに医師に相談するべきですが、そうでない軽
い副作用、もしくは薬が原因かどうか分からない症状の場合には、なかなか
医師には相談しづらいものです。
　そういった際には、まず薬局の薬剤師に相談すると良いでしょう。薬剤師
は患者さん一人一人の病歴やアレルギーなど、薬歴と言われるものを記録し
ています。副作用などが起こった際には、この薬歴に記録され後々の薬の処
方に活用されます。服用後のささいな体調の変化も、医師だけではなく薬剤
師にも伝えておくと良いでしょう。
　いくつもの医療機関から薬を処方してもらっている場合は、服用している
すべての薬を必ず報告しましょう。それにより薬剤師は、同じような作用の
物が重複していないか、飲み合わせの悪い薬はないかを確認します。
　市販薬を服用、もしくは購入しようとする場合にも薬剤師に相談すると良
いでしょう。ただし、市販薬は医療機関の処方薬との飲み合わせが悪く、危
険な副作用を起こすこともあります。栄養補助食品や健康食品などの、サプ
リメントと呼ばれる物についても同じです。
　そのほか、こんな症状の場合は受診するべきなのか、何科を受診したら良
いのか、などの健康相談にも気軽にのってもらえます。

まちの介護福祉講座

薬剤師との上手な付き合い方

商業統計調査にご協力を

　６月１日、商業統計調査が全国一斉に行
われます。この商業統計調査は、卸売業や
小売業を営むすべての事業所（店舗）の販
売活動の実態や分布状況、商品の全国的な
流通状況などを明らかにすることを目的と

した調査で、商業の国勢
調査ともいうべき重要な
統計調査です。
　調査内容は６月１日現
在のもので、調査員が皆
さんの事業所に調査票
を持って訪問します。
調査内容は統計を作る
ためだけに用いられ、
秘密は法律により固く
守られます。

問�役場�☎ 63-3000�企画財政課�内線 215

「
花
の
町
お
お
と
う
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

「
花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」が
発
足　

　

町
で
は
、
５
月
に「
花
い
っ
ぱ

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」を

発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム

は
役
場
職
員
５
人
で
結
成
さ
れ
、

町
が
推
進
す
る「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

発
足
後
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
指
示
の
も
と
、
役
場
職
員

全
員
で
庁
舎
敷
地
内
な
ど
に
約

１
万
本
の
花
を
植
え
ま
し
た
。

　

今
後
も「
花
と
緑
の
会
」や「
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
利
用
組
合
」な

ど
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
花

い
っ
ぱ
い
の
町
を
実
現
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

花植えの様子
左＝役場敷地内の花壇
左下＝大任町公民館の花壇
下＝�中央線沿い（東白土付近）
の花壇
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まちの話題

鼓笛のリズムで大行進
大任中 吹奏楽部がどんたく出場
　５月４日、大任中学校ブラスバンド部 21人
が、添田中学校、稲築東中学校と３校合同、
総勢 84人で「博多どんたく花のマーチングパ
レード」に参加しました。
　当日は天気予報で雨と予想されていたもの
の、生徒たちの願いが天に通じたのか、好天
に恵まれました。
　生徒たちは約 1.2kmの道のりを「宙船（そ
らふね）」と「たらこ・たらこ・たらこ」の２
曲を演奏しながら行進。沿道に集まった多く
の観客から、拍手喝

かっ

采
さい

を浴びていました。


